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連結損益計算書
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５４．１+６，９５５１９，８１９

投資有価証券売却益増11,763

厚生年金基金代行返上益減△5,278

減損損失増△3,057、製品保証損失減884

連結調整勘定償却額減1,368

+４，７４９５，７８５

受取利息・配当金増613

持分法投資利益増268(内アロカ264)１８．７+２，２０５１４，０３３

繊維増879 ､ﾌﾞﾚ-ｷ減△795 ､紙減△226、

化成品減△42 、ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ増657､不動産減△79、

その他増19、全社費用減461

９．０+８７３１０，５２４

繊維増715､ﾌﾞﾚ-ｷ増3,823､紙増27、

化成品増1,807、ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ増29,014､

不動産減△163､その他減△28

１４．５+３５，１９５２７８，６１６

　主な増減内容増減率(%)前年同期比２００６．３

百万円

１



貸借対照表比較

１２２，８１１

１，３５１

９９，７８１

４０，４０７

２００５．３

新規連結（新日本無線）による連結調整勘定増3,839３，６９９５，０５０

評価差益増54,931６２，２４０１８５，０５１

新規連結（新日本無線）による増21,923、取得16,420

償却△13,443、減損△5,414
２１，３６６１２１，１４８

新規連結（新日本無線）による増14,884１２，１７６５２，５８３

主な増減内容増減２００６．３

百万円

２

２７，５１８

１５，０３６

４０，４８５

２００５．３

有価証券評価益増２０，６３２４８，１５０

新規連結（新日本無線）による増9,238１３，５８５２８，６２２

新規連結（新日本無線）による増9,677１０，１８０５０，６６６

主な増減内容増減２００６．３

２２２，７７１

２００５．３

有価証券評価益増、利益増４３，６６２２６６，４３４

主な増減内容増減２００６．３

５３，０３９

２００５．３

新規連結（新日本無線）による増12,474１０，５１４６３，５５３

主な増減内容増減２００６．３

※1．短期借入金には一年内返済の長期借入金を含む

※1



セグメント別売上高
百万円

４５，８５７１６，８４３１６，１７６ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

２７８，６１６２４３，４２１２２６，８８２売上高計

２２，３４９２２，３７８２４，１７９その他

４，７８１４，９４５４，９４１不動産

３６，００７３４，１９９３２，０９８化成品

２８，６１１２８，５８４２９，００９紙

５８，１３０５４，３０６５２，０７５ブレーキ

８２，８７８８２，１６３６８，４０２繊維

２００６．３２００５．３２００４．３

３

繊維：新規連結（日清紡上海）、海外はﾌﾞﾗｼﾞﾙ日清紡他好調
ﾌﾞﾚ-ｷ：国内、海外での新規受注
　　　　ABSのｺﾝﾃｨﾈﾝﾀﾙﾃ-ﾍﾞｽへの移管進展
紙：家庭紙は製品価格低迷
　　洋紙はファインペーパー・合成紙好調
化成品：海外子会社好調
ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ：新規連結（新日本無線）
不動産：賃貸物件減少
その他：メカトロ増収
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セグメント別営業利益
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繊維 ﾌﾞﾚｰｷ 紙 化成品

ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 不動産 その他 全社費用

８０８１５１△７１ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

１０，５２４９，６５１８，４９５営業利益計

△７５８△１，２２０ △１，１３４全社費用

△９９６△１，０１６△１，０８５その他

２，６５７２，７３６    ２，６１４不動産

７８０８２２        ６１１化成品

１，４７４１，７００    ２，０２３紙

５，４６２６，２５８    ４，８１１ﾌﾞﾚｰｷ

１，０９７２１７        ７２４繊維

２００６．３２００５．３２００４．３

2004.3                   2005.3                2006.3

百万円

４

繊維　　：ＣＨＯＹＡグループの大幅な収益改善

ﾌﾞﾚ-ｷ　：国内　原材料の高騰、海外子会社好調

紙　　　：製品価格低迷

化成品：海外子会社好調

ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ：新規連結（新日本無線）

不動産：安定収益

その他：メカトロ増益、PDPフィルター事業撤退



繊維事業

-823

84

1,389
953

548

1,057

-1,000

-500

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

百万円

国内 海外

97,872 96,899 97,636

-27,232 -28,930 -25,963

11,523 14,909 13,327

-40,000

-20,000

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

百万円 国内 海外 消去売上高
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　　2005.3           2006.3     　　 2007.3予想
５

2005.3　　　　　　　2006.3　　　　　　2007.3予想

1,937110,9631,037111,808234109.395小計

61,59442,021－－日清紡上海

1,90085,0001,09782,87821782,163合計

△37△25,96360△28,930△17△27,232消去

54813,32795314,9091,05711,523海外計

42333249△4195P.T.ﾅｲｶﾞｲｼｬﾂ

724,4001634,7722503,908ﾆｶﾜﾃｯｸｽ

663,3001143,532783,223ｷﾞｽﾃｯｸｽ

4003,8006694,3357334,197ﾌﾞﾗｼﾞﾙ日清紡

1,38997,6368496,899△82397,872国内計

25929,656△5129,7628830,266その他　※1

19011,980△5011,849△1,14411,233CHOYA

94056,00018555,28823356,373日清紡

営業利益売上高営業利益売上高営業利益売上高

予想　　次期3月期2006年3月期2005年

※1．ニッシン・トーア、日新デニム他



ブレーキ事業
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百万円 国内 海外 ABS

売上 高

営業利益

６

　2005.3　　　　　　　　　2006.3　　　　　2007.3予想

6,65083,9625,32788,9806,19783,112小計

1311.214101811--セロン北京

6,75054,6005,46258,1306,25854,306合計

100△29,362135△30,85061△28,806消去

3,01024,3122,05224,7301,64717,055海外計

1,29110,2441,37811,6281,2068,653セロン

8104,4836863,7204532,613ソンブーン

7788,371△1138,571△125,789ｵｰﾄﾓｰﾃｨﾌﾞ

3,64059,6503,27564,2504,55066,057国内計

2502,9001477,73373610,581ＡＢＳ

19027,71014227,45814626,995その他　※1

3,20029,0402,98629,0593,66828,481日清紡

営業利益売上高営業利益売上高営業利益売上高

予想　次期3月期2006年3月期2005年

※1．日清紡ブレーキ販売



紙製品事業
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百万円
家庭紙 洋紙

売上高

営業利益

７

　　2005.3　　　　　　　　　2006.3　　　　　　2007.3予想

1,20432,3501,46932,0401,69632,338小計

1,20029,0001,47428,6111,70028,584合計

△4△3,3505△3,4294△3,754消去

1,16216,7501,35016,5401,18316,158洋紙計

924,9801014,722△234,799その他　※2

1,07011,7701,24911,8181,20611,359日清紡

4215,60011915,50051316,180家庭紙計

△384,100134,190304,400その他　※1

8011,50010611,31048311,780日清紡

営業利益売上高営業利益売上高営業利益売上高

予想　次期3月期2006年3月期2005年

※1．東海製紙他

※2．日本ポスタルフランカー



化成品事業
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化成品 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

売上高

営業利益

８

　2005.3　　　　　　　　2006.3　　　　　2007.3予想
93940,67074540,01382737,389小計

95038,00078036,00782234,199合計

11△2,67035△4,006△5△3,190消去

6551847070118,05360917,309ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ成型計

2602,4903632,3912291,919浦東高分子

3896,7803366,3413295,342タイ高分子

69,20029,3215110,048日本高分子

28422,2004421,96021820,080化成品計

16912,31715611,30812410,096その他　※1

1159,883△11210,652949,984日清紡

営業利益売上高営業利益売上高営業利益売上高

予想　　次期3月期2006年3月期2005年

※1．岩尾他



ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ事業
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2,20081,00080845,85715116,843合計

△81326△429△27-△1消去

3,01380,9741,23745,88415116,844計

16116,50032015,23015116,844上田日本無線

2,85264,47491730,654--新日本無線

営業利益売上高営業利益売上高営業利益売上高

予想　次期3月期2006年3月期2005年

　　2005.3　　　　　　　　　2006.3　　　　　　　2007.3予想

９



不動産事業
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百万円

百万円

１０

　　2005.3　　　　　　　　　2006.3　　　　　　　2007.3予想

2,3005,6002,6574,7812,7364,945合計

△33△562－△809－△812消去

2,3336,1622,6575,5902,7365,757計

3342,3554071,9334332,065その他　※1

1,9993,8072,2503,6572,3033,692日清紡

営業利益売上高営業利益売上高営業利益売上高

予想　次期3月期2006年3月期2005年

※1．日清紡都市開発他



　その他事業
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 　2005.3                     2006.3              2007.3予想

　　　2005.3                 2006.3               2007.3予想 １１

32526,800△99622,349△1,01622,378合計

72△2,014△1△3,662△34△2,808消去

25328,814△99526,011△98225,186計

△29616,986△1,55715,503△1,26817,474その他部門　※1

54911,82856210,5082867,712メカトロニクス

営業利益売上高営業利益売上高営業利益売上高

予想　次期3月期2006年3月期2005年

※1．新規事業他



次期予想

△２,１８２１１,１８２９,０００当期純利益

+４,４６７１４,０３３１８,５００経常利益

+４,４７６１０,５２４１５,０００営業利益

+４１,３８４２７８,６１６３２０,０００売上高

増減2006.3実績2007.3予想

+３５,１４３４５,８５７８１,０００ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

+４１,３８４２７８,６１６３２０,０００売上高計

+４,４５１２２,３４９２６,８００その他

+８１９４,７８１５,６００不動産

+１,９９３３６,００７３８,０００化成品

+３８９２８,６１１２９,０００紙

△３,５３０５８,１３０５４,６００ブレーキ

+２,１２２８２,８７８８５,０００繊維

増減2006.3実績2007.3予想

+１,３９２８０８２,２００ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

+１３３△７５８△６２５全社

+４,４７６１０,５２４１５,０００営業利益計

+１,３２１△９９６３２５その他

△３５７２,６５７２,３００不動産

+１７０７８０９５０化成品

△２７４１,４７４１,２００紙

+１,２８８５,４６２６,７５０ブレーキ

+８０３１,０９７１,９００繊維

増減2006.3実績2007.3予想

売上高

営業利益

百万円

百万円

百万円

１２

◎前期半期分のみ連結した新日本無線の売上高が年間通して寄与する
ために増収、営業利益、経常利益は増益と予想。当期純利益は、前期
計上した特別損益の特殊要因（投資有価証券売却益・減損損失）がなく
なるため減益と予想。

(売上高)
海外子会社好調・新日本無線の売上高が年間を通して加わり増収
(営業利益)
海外子会社好調、ＣＨＯＹＡ収益改善等から増益
(経常利益)
営業利益増から増益
(当期純利益)
特別損益の特殊要因（投資有価証券売却益・減損損失）がなくなり減益



経営３ｶ年計画２００８
(2007.3～2009.3)

◎経営基本方針

　　①高い品質競争力を基盤として、高付加価値商品・差別化品を継続的に上市する。

　　②リードタイム短縮とクイックレスポンスによるCSファーストを徹底する。

　　③他社とのコラボレーション（協業）を促進する。

　　④海外展開を拡大し、適地生産・適地販売を加速する。

　　⑤友好的なM&Aを推進する。

　　⑥収益改善の見込みのない事業の整理・撤退を行う。

億円 億円売上高 営業利益

１３

９４０８６０８５０ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

３,６００３,３５０３,２００　計

３４０３００２６０その他

７０６０５０不動産

４３０４００３７０化成品

３２０３００２９０紙

５９０５６０５４０ブレ－キ

９１０８７０８４０繊維

2009.3
　計画

2008.3
　計画

2007.3
　計画

３４２５２２不動産

９１△９その他

２５０２００１５０　計

６６４５３０ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

１８１５９化成品

１９１７１２紙

７３７１６８ブレ－キ

３１２６１８繊維

2009.3
　計画

2008.3
　計画

2007.3
　計画



ノンケアの特長■

・ 洗濯後も干すだけで美しい仕上がり

・ 綿１００％の上質な風合い

・ 縫い目の細かいシワも気にならない仕上がり

・ 一日中着用しても型崩れしない

日清紡SSPは、夢の革新技術「液体アンモニア加工」によって、綿

をはじめとするすべてのセルロース繊維の性質を根本的に変化さ
せ、さらに、縫製の後にノーアイロンレベルの形態安定性を持たせ
るポストキュアの手法を採用することにより、高度の形態安定性を
付与したノーアイロン製品です。

当社製品（１）

ディスクパッド

＆アッセンブリー

ディスクブレーキに装着される摩擦材
であるディスクパッドは、普通乗用車を
はじめ、軽自動車、スポーツカー、トラッ
クなどの大型車用まで幅広いラインナッ
プをそろえています。優れた制動力と
心地よい制動フィーリング、また様々
な条件下での性能安定性や耐久性も
実現しています。

ブレーキライニング

＆アッセンブリー

ドラムブレーキ用の摩擦材であるブ
レーキライニングは、軽自動車から
大型トラック・バスまで幅広く採用さ
れています。信頼できる制動力と、様々
な条件下での性能安定性や耐久性
を持ち、皆様の安全をサポートしてい
ます。

１４

（繊維事業）
（ブレーキ製品）



アンチロック・ブレーキ・システム

ＡＢＳを装着することにより、雨天時
や雪道、悪路などで急ブレーキを
かけた場合でも、車輪のロックを防
止し、スピンせずにハンドル操作が
できるため、安定した制動・停止を
することができます。

エレクトロニック・スタビリティコント
ロール（ESP）

エレクトロニック・スタビリティコント
ロール（ＥＳＰ）は、すべりやすい路
面で自動車のハンドルをきっても、
安定した走りを得るために開発され
た最新のシステムです。

毎日のシャワートイレをもっと快
適にするトイレットティシュ

自然の恵みの中で育ったピュアコッ
トンをミックス。

いままでにないやさしさとやわらか
なフィーリングに仕上げました。赤
ちゃんからご年配の方まで、安心し
てお使いいただけます。

家庭紙の豊富な商品バリエーション

コットンから生まれた

やわらかティシュ

 「コットンフィール」

ファインペーパー

高級感のある上質な風合いと高度な印刷適
性をそなえた高級印刷用紙です。
書籍、ポスター・カタログ・カレンダー、ステー
ショナリーなどに使用されています

当社製品（２）

１５

（ＡＢＳ製品）

（紙製品）



「エアライトフォーム」のブラン
ドでおなじみの当社硬質ウレタ
ンフォームは、お客様の要望
に応じ、いろいろな形で販売し
ております。 「エアライトフォー

ム」は、その優れた断熱性を生
かし、冷凍船・冷凍コンテナ等
のコールドチェーン関連、ＬＮＧ、
ＬＰＧの超低温プラント関連及
び 住宅設備、建築関連に使用
されています。 又、断熱材分

野以外にも、土木分野、合成
木材、スポーツ用品等、幅広
い 用途があります。

ガラス状カーボン

独自の技術で開発したガラス状（アモルファス）カーボンは、従
来の炭素材料と異なり、気孔のない緻密な等方性組織が特徴
です。

クロス・フロー・ファン

プラスチックファン業界においてはNo.1シェアを誇っ

ておりますが、その最大の要因は回転体技術であ
ります。空体力学を駆使して風量、風圧、騒音、回
転数など、バランスのとれた性能を実現しておりま
す。

モビロンは、弊社独自の技術で開発した熱可塑性ポリウレタンエラストマー
（TPU）です。テープやコード状など多様な形状に成形可能です。

当社製品（３）

１６

（化成品）



高温から低温まで、幅広い温度条件に対応可能
日清紡・電気二重層キャパシターは、実装性に優れた角型構造を採用。
従来の円筒形のキャパシターに比べ、大幅な省スペース設計が可能になりま
した

燃料電池用セパレーター

水の電気分解とは逆に、水素と酸
素を結合させて水をつくることで
電気を起こす「燃料電池」。燃料
電池の種類はいくつかありますが、
燃料電池事業部では、固体高分
子型燃料電池の心臓部にあたる
カーボンセパレーターを開発し、
量産を開始しています。

ソーラーバッテリー製造設備

（エレクトロニクス）（メカトロニクス）

当社製品（４）

１７
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